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「生理活性物質、骨補填材料の臨床評価と応用方法」

超高齢化社会に突入した我が国において重要な課題となっている事柄の１つに平均寿命と健康寿命の乖離の問題が挙
げられる。健康寿命を延伸する事は喫緊の課題であり、天然歯列の保存と適切な口腔機能の維持につながる歯周治療は
ますます重要になってくると思われる。
歯周治療において外科処置は必ずしも第１選択とはならないが、進行した骨吸収の改善やメインテナンスの向上のた
めに外科処置はしばしば重要な役割を果たす。
現在、歯周組織再生療法はノウハウの蓄積と術式の進化によって飛躍的な治療結果の向上が見られている。しかしな
がら、どのような症例に、どのような術式で、何を使用して行うかなど多くの臨床医が戸惑いを感じていることも事実
である。
そこで今回の講演では進化してきている歯周組織再生療法の術式について解説するとともに新しいマテリアルの特性
や使い分けについてお話ししたい。
今回の講演では前半、後半の２パートに分け、前半では進化してきたフラップデザインについて、過去のフラップデ
ザインの考え方から現在のフラップデザインのコンセプトの変遷、そしてそれを用いた様々な術式について紹介してい
きたい。後半のパートではリグロスやエムドゲインなどの生理活性物質の特徴とその使い分け、新しく応用されること
になったボナークやリフィットそしてその他の骨移植材などの再生マテリアルについてその臨床的な特性と応用方法に
ついて述べていきたい。具体的な内容は以下の通りである。

１．再生療法のためのフラップデザイン ２．進化する再生術式とその特徴
３．生理活性物質について ４．骨移植材をどう使用するか


